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五
六

じ
て
、

話

「
し
の
ふ
」
を
「
志
怒
布
」
(
一
三
一
)
と

あ
り
ま
す
。
(
一
)
の
「
偲
」
と
(
四
)

の
「
偲
」
と
は
不
こ
で
あ

い
た
と
と
る
と

「
思
」
(
一
九
六
)

い
允
と
と
ろ
と
-
例
づ
L
あ
る
ば
か
り
で
、

の
意
は

り
ま
す
。

一

あ
と
八
例
は
全
部
「
偲
L

と
の
事

に
も
ふ
り
し
き
れ
。
長
い
月
日
を

い
て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

沫

は
幾
重
に
も

つ
Y
け
て
来
大
自
分
は
、

Eλ 

と

の

を
見
な
が
ら
な
ほ
も
一
心
に

は
何
を
意
味
し
ま
せ
う
か
。
「
し
の
ふ
」
を
賞
美
の
意
に

用
ゐ
て
ゐ
る
の
は
家
持
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
家
持
は
「
偲
」
の
文
字
多
く

思
ひ
n
J
Y
け
よ
う
。

を
一
度
も
使
っ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

に
な
り
ま
せ
う
か
。

は
ま
た
何
を
意

(
昭
和
廿
七
年
三
月
十
五
日
稿
了
)

と

の

と
な
り
ま
せ
う
か
。

味
す
る

こ
L

で
人
麻
呂
と
家
持
と
の
歌
語
の

使
用
態
度
に
つ
い
て
述
べ
な
い
と
徹
底
を
飲
く
か
と
忠
ひ
ま
す
が
、

も
う
結
論
に
念
ぎ
ま
せ
う
。

第
ご
披
所

私
解
(阪
倉
)
正

表

「
し
の
ふ
」
と
は
釘
象
が
人
で
あ
ら
う

「
片
思
ひ
を
馬
に
ふ
づ
ま
に
」
の

と
寅
葉
で
あ
ら
う
と
、
わ
き
み
を
せ
ゃ
に
そ
れ
に
惹
き
ょ
せ
ら
れ
る

(頁
)

(誤
)

根♀
抵Afb

戸
行
)

心
で
あ
り
ま
ナ
。
思
ひ
主
粉
ら
す
事
と
は

E
反
封
の
心
で
あ
り
ま

ナ
。
思
ふ
人
に
逢
へ
な
い
か
ら
映
で
も
見
て
慰
め
よ
う
か
、

一一一
二
下

キ艮
1'A 

-ia 
/、

一三
一一下

ミ
ウ
マ
ミ
マ

歌「カ親:ミ
と4 あタ愛犬ウ
の}l/の局 T

人 が 意;Arc VA 
'--A -，A のA ''--ミ

をイ中強とA ""l' 
云 聞い糠
去に 話
~~ :し
の

v、
て〉

そ
パ
チ
ン
コ

へ
は
ひ
ら
う
か
と
い

ふ
心
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま

一}一四
上

-・・太

に
」
繰
逗
し

四

す

一一
一六
上

愛
の
強
い

七六

カ
タ

y
「
が
仲
間

に
・:

の
{
企
に
泊
ぬ
ペ
く

ふ
れ
ど
も
准
ふ
よ
し
無
し
に
月
ぞ

同

る

(を
十
、
二
二
三
二一一
)

三
七
上

「
あ
の
人
を一
五
ふ
・も
の」

四

に
凶
U
る

の
遺
作
と
も
見
る
べ
き
も
の
が
、
と
の
(囚
)
の
作
で
あ
り
ま
す
。

「
さ
与
の
実
は
み
山
も
さ
や
に
さ
や
げ
h
p

」
も
」
と
欺
い
て
ゐ
る
の
が

同

下

一
七

歌
3乙

三
八
下

大

印
匂
『

S
S
E
-

よ 立コ
さ f5
3A a 
:ノ釦
Z 
~ 

人
麻
呂
で
あ
り
ま
ず
。
(
一
)
も
(
囚
〉
も
共
に
人
肺
呂

同

十

上
さ
そ
う

の
作
で

一



言平

そ
れ
は
一

依
然
と
し
て
、

析
し
主
張
す
「る
家史
書企

関在も
少

名産〈

告宮な
抄さぃ
根車十亡

」も

之拘

ら
ず
、

か
れ
た
曹
と
と
る
で
あ

p
、
こ
れ
を

一だ

K
な
く
、

み
下
し
て
を

b
れ
る
の
も
い
さ
L

か
た
よ
り
な
い

K
、
日
謹
用
歩
の
寓
葉
研
究
の
成
果
が
靖
V
L

無
頑
さ
れ
て
ゐ
る

時
K
、
よ
し
顧
み
た
に
し
て
も
、
例
へ
ぽ
、
高
田
龍
吉
氏
の
如
く

品

定

r

t
仰
首
山
山
並
み
見
れ
ば
育
代
に
も
不
可
易
大
宮
ど
と
る

(
巻
六
・ が

す
る
。

こ
の
や
う

創
一
万
一
枇
刊

「
高
葉

座
L-

第
一
巻

が
あ
る

k
同

今
度
、
創
」
万
一
世
か

b
出
さ
れ
た
、
久
松
潜
一
・
森
本
泊
士
日
・
木
傍
一
一
)
氏

修
の
高
葉
集
講
座
。
停
一
巻
は
、
「
会
買
を
註
轄
と
丈
畢
的
鑑
賞
と
に
嘗

て
」
て
ゐ
る
貼
、
た
し
か
に
「
本
来
の
講
座
も
の
に
あ
ま

p
見
嘗
b
ぬ
特
色
」

た
持
フ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
、
般
に
、
一
一

O
年
前
K
刊
行
さ
れ
た
春
陽
堂
の
の
寓

葉
集
講
座
。
(
金
六
巻
)
に
は
、
作
品
そ
の
も
の
を
、
直
接
取
扱
ふ
曹
と
い
ふ
試
み

は
見
ら
れ
な
か
フ
た
。
古
典
の
い
の
ち
は
作
品
そ
の
も
の
に
ぢ
か
に
飛
ぴ
と
む

と
と

K
よ
っ
て
、
最
も
よ
く
味
は
ひ
得
る
も
の
で
あ
ヨ
て
見
れ
ば
、
本
講
座
の

と
の
試
み
は
特
に
高
〈
買
は
れ
な
付
れ
ば
な

b
な
い
c
恭
し
、
そ
の
や
う
な
試

み
を
し
た
と
い
ふ
こ
と
が
、
「
一
千
年
以
前
の
官
歌
の
面
白
を
あ
り
あ

η
L現

快
に
存
き
彫

p
」

K
し
た
と
い
ふ
事

K
、
匠
ち

K
繋
る
、
と
は
い
へ
な
い
。
そ
れ

は
、
官
歌
の
取
扱
は
れ
方
如
何
に
よ
っ
て
の
み
、
決
ワ
て
く
る
も
の
と
思
は
れ

る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
貼

K
な
る
正
、
座
に
・
は
種
々
の
難
貼
が
見
え
て

一O
瓦
五
)

の
第
四
匂
の

に
つ
い
て
、

「
但
し
カ
ハ

Y
マ
V
V
叫

y
b
T

と
い
ふ
別

も
あ
る
」

を
採
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
、
や
は

D

物
足
ら
な
い
感
じ
が
し
、
特
に
問
題
の
多
い
こ
の
種
の
勾
に
あ
ワ
て
は
、
ど
の

訓
が
穣
か
で
あ
る
か
を
町
議
す
る
と
と
が
大
切
だ
主
恩
は
れ
る
D

そ
の
詮
議
の

過
程
ζ

そ
、
高
葉
人
の
心
に
ふ
れ
る
解
樺
と
鑑
賞
の
重
要
な
遭
な
の
で
あ
ワ

て
、
考
置
な
し
に
決
btι

訓
は
、
そ
れ
が
た
ま
た
ま
賞
っ
て
ゐ
た
場
合
は
ま
だ

拾
へ
る
ー
と
し

τも
、
も
し
、

は
、
現
代
流
の

と
ふ
れ
る
だ
け
で
、

カ
ハ

W
べ
労
-
フ
ヌ
の

一
棄
の
語
法
に
適
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
場
合

み
方
と
い
ふ
よ
り
ほ
か
は
な
い
で
あ
ち
う
0

(

こ
の
句
は
、

カ
ハ
w
y

マ
u
y
グ
キ
〉
}

む
の
が
穏
か
で
あ
る
口
)

と
の

ば
か

p
で

は

な

い

。

に

劃

す

る

態

度

を

見

て

も

、

例

へ

ば
、
窪
田
氏
は
、
一
番
の
歌
を
頭
か
ら
相
開
の
歌
と
、
決
あ
て
を
ら
れ
、
ニ

0
・

一
二
の
歌
に
劃
し
て
は
、
「
ζ

の
ニ
首
は
相
聞
で
、
雑
歌
の
中
の
も
の
で
は
な

い
」
と
、
き
は
め
て
勇
気
の
あ
る
断
定
を
下
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
事

費
、
巻
一
雑
歌
の
中
に
散
し
く
録
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
れ
ら
の
歌
を
、
「
雑
歌
の

中
の
も
の
で
は
な
い
」
と
決
b
て
了
ふ
に
は
、
そ
れ
な

D
の
は
っ
き

D
し
た

明
が
必
要
な
の
で
は
な
か

b
う
か
。
高
葉
人
の
表
現
意
識
や

更
す
る
と
と
は
、
そ
の
心
に
ふ
れ
る
た
め
の
正
し
い

の

く
る
や
う
に
思
p

針。

先
バ
J

訓
に
つ
い
て
い
へ
ば
、
例
へ
ば
聞

に
し
て
も
、
「
布
久
思
毛
義
夫
君
志
持
」
は
、

フ o
グロ歌
v ，.-... 
宅窪
ヨ問
ミ空
フ・穂
グ口氏
V 揖
宅嘗
チ)

と
清
一
菅
に
訓
む
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
か
に
さ
れ
て
ゐ
る

K
も
拘
b
ず、

。

窪
田
氏
は
何
の
臨
り
も
な
く
、
古
い
置
の
「
フ
グ

V
毛
ヨ
ミ
フ
グ

vau
チ
」
の

F

い

へ

一

宮

か

牢

白

色

重

ね

濁
割
に
従
っ
て
を
ら
れ
る
o
ま
た
、
第
七
・
八
勾
は
、
「
家
吉
閑
名
告
抄
根
」

と
訓
む
の
が
穏
か
で
あ
る
ζ

と
は
、
既
に
、
品
聞
大
吉
、
井
孝
、
南
氏
の

を
妄
D

で
は
な
い
中
う

rc. 

書

評

五
七



評

五
八

K
思
は
れ
る
。
私
見
は
別
¢
曾
を
侠
ヲ
と
し
て
、
と
れ
ら
が
、
谷
一

録
せ

b
れ
る
べ
き
必
然
性
を
持
ヲ
て
ゐ
る
と
と
に
・
づ
い
て
は
、
世
#
邑

摘
の
袋
、
五
昧
智
英
氏
、
安
岡
久
雄
氏
な
ど
の
所
設
参
照
。

次
に
、
「
語
叩
」
の
商
に
於
い
て
も
同
様
な
祇
態
が
散
見
す
る
。
例
へ
ば
、

村

中

京

吉

氏

は

、

「

(

巻

一

一

一

・

回

二

ハ

)

に

劃

し

話
莱に

ど
、
注
目
す
べ
き
も
の
も
少
く
な
い
。

先
づ
作
品
そ
の
も
の
に
取
組
ん
だ
と
い
ふ
右
の
特
質
の
ほ
か
に
、
本
講
座
の

大
き
な
特
色
と
し
て
衣
の
ニ
ワ
在
教
へ
る
こ
と
が
出
来
ょ
う
。

一
ワ
は
、
「
古

今
に
定
評
の
あ
る
:
:
:
精
髄
作
品
」
に
加
へ
て
、
「
昭
和
廿
五
・
廿
六
年
度

の

小
・
中
・
高
校
の
現
行
圏
語
数
科
書
を
と
り
し
ら
ベ
、
そ
と
に
出
た
高
葉
集
の

歌
は
、
一
首
も
洩
ら
さ
ず
集
め
」
た
と
い
ふ
ζ

と
o
た
し
か
に
、
こ
の
試
み
は

「
園
語
圏
丈
敬
育
の
商
に
貢
献
す
る
中
う
多
大
な
苦
心
を
排
っ
た
」
も
の
と
し

て
、
特
筆
さ
る
べ
き
と
と
で
あ
ワ
た
と
思
ふ
。
然
し
、
歌
載
が
あ
ま

p
に
多
か

っ
た
ζ

と
が
措
賞
者
の
紙
敷
を
極
度
に
制
限
し
、
そ
れ
が
墨
覚
、
先

K
ふ
れ
た

如
き
卒
板
な
解
説
を
生
ん
だ
原
因
と
な
っ
て
ゐ
る
や
う
に
考
へ
ら
れ
る
商
も
な

し
と
し
な
い
。
と

の
や
う
な
事
情
の
も
と
に
あ

っ
て
、
一
人
充
分
な
紙
幅
d

乞一使

ひ
得
た
(
本
講
座
二
一
九
頁
参
照
)
森
本
治
吉
氏
の
も
の
は
、
そ
れ
敢
に
、
他

の
担
嘗
者
、
と
は
全
く
別
な
詳
し
さ
を
持
ロ
て
ゐ
る
口
だ
が
、
そ
の
散
在
員
に
生

か
さ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
も
円
J

と
簡
宮
な
深
さ
が
要
求
さ
れ
℃
よ
い
商
も
な
い

で
は
な
い
。
例
へ
ば
、
氏
は

り
な
む
」

に

れ
る
で
死
ぬ
る
こ
ξ
。
皇
族
の
死
者
は
天
上
す
る
と
言
ふ
嘗
時
の

考
か

b
起
っ
た
の
で
あ
る
日

と
い
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
故
森
本
健
吉
氏
の
「
鳶
挽
歌
に
於
け

る
敬
漣
性
」
を
一
謝
す
れ
ば
、
と
の
設
明
が
股
昧
で
あ
り
濁
に
す
ぎ
る
と
い

ふ
と
と
は
、
誰
し
志

の
感
ず
る
と
と
ろ
で
あ
る
う
。
そ
の
身
分
に
よ

D
表
現
の

差
ζ

そ
あ
れ
、
寓
葉
人
は
死
者
に
劃
し
て
は
、
何
人
を
問
は
ず
、
「
死
ぬ
」
と

い
ふ
露
骨
な
表
現
な
組
劃

K
用
ゐ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
死
を
敬
避
す
る
彼
b

の
現
世
的
精
神
の
故
だ
と
森
本
氏
は
誌
が
れ
て
ゐ
る
が
、
参
照
す
べ
き
卓
見
で

あ
る
0

・
ま
た
、
豆
島
茂
氏
は
、
「
な
く
に
」
(
巻
王
、
七
九
八
)
に
劃
し
て

「
ぬ
」
の
延
一育
「
に
」
も
打
泊
。
か
く
打
消
が
二
重
に
な
ワ
て

ゐ
な
が

b
肯
定
を
意
味
し
な
い

k
と
る
文
法
的
に
諸
説
あ
る
用
法
で
あ
る
。

と
い
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
と
の
観
解
の
甚
し
さ
は
、
)
人
描
賞
者
ば
か

p
で
な
く
、
修
者
の
責
任
に
も
か
か
る
で
つ
な
こ
と
に
な

D
は
し
ま
い
か
。

「
な
く
」
は

皿
?

君
が
代
も
吾
が
代
も
知
る
哉
磐
代
の
岡

の
草
棋
を
い
ざ
結
び
て
な

(袋
一
・
一

O
)

以
上
は
、
特
に
自
に
着
い
た
も
の
を
し
た

K
す
ぎ
な
い
が
、
同

味
と
朝
間
謬
は
そ
¢
他
各
所
に
散

b
ば
ヨ
て
ゐ
る
口
も
と
よ

p
、
多
〈
が
き
う
だ

と
は
い
へ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
久
松
博
士
の
如
く
、
狭
い
紙
幅
の
中
に
・
よ
く
諾

設
を
と

b
へ
、
識
者
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
研
究
・
調
査
を
進
め
得
る
や
う
取
園
b

は
れ
た
良
心
的
な
も
の
も
あ
れ
ば
、
要
貼
を
が
し
っ
と
把
"
が
、
精
椴
周
到
な
訓

し
つ
つ
、
よ
く
盲
歌
の
生
命
を
新
た
托
さ
れ
た
鴻
博
士
の
も
の
な

な

睦

円
』
小
い
か
い

「
磐
」
に
か
る
序
詞
と
解
さ
ざ
る

を
得
な

い
と
し
て
、
非
常
な
多
言
乞
費
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
と
れ
は
取
立
て
て
序
詞

と
す
ベ
き
で
な
く
、
「
磐
代
の
岡
の
草
根
」
全
樺
に
直
綜
的
に
か
か
る
生
き
た

句
、
い
へ
ぽ
、
意
味
的
に
は
、
「
草
根
」

K
か
か
っ
℃
ゆ
く
も
の
と
み
る
の
が

種
か
で
あ
る
日
(
一

O
三

O
、
一
一
一
八
八
七

の
歌
も
今

の
歌
と
同
形
で
あ
る
。
)
さ

う
と
り
て
と
そ
、
例
へ
ば
、
高
葉
集
会
世
耕
の
解
く
'
ど
と
く
、
簡
事
な
言
葉
の

中

K
よ
く
原
歌
の
昧
を
貯
み
と
る
こ
と
が
出
採
る
で
つ
に
了
点
。

。
第
二
句
ま
で
は
、

時
一
叫
に



座
却
の
内
容
と
き
は
必
て
多
く
の
類
似
貼
を
持
h
J

や
う
に
想
は
れ

る
本
講
座
の
第
二
巻
以
下
が
、
そ
れ
主
の
差
、
づ
ま
り
、
ニ

O
年
の
薦
葉
皐
の

議
歩
の
棋
を
ど
の
や
う
w
内
示
し
て
く
れ
る
か
、
鶴
首
し
て
侠
9
0

妄
骨
R
多
謝
。

〔
蛮
行
間
、
東
京
都
中
央
直
日
本
橋
小
舟
町
二
ノ
四
、
創
元
社
、

B
六
判
、
一
一

豆
七
頁
、
定
慎
二
四

O
園
〕
(
昭
和
廿
七
年
一
一
一
月
三
目
、
於
京
都
北
白
川
閑

煙、

ニ
ワ
に
は
、

「

古

に

歌

人

の

代

表

的

な

方

ー々
を

L
惜」

「
・
文
壇
、
俳
壊
の
名
土
」
を
加
へ
た
と
い
ふ
執
筆
者
の
多
彩
な

乙
の
い
る
ど

D
を
賓
現
ず
る
た
必
の
編
輯
者
の
持
菅
が
ど
ん
な
も

の
で
あ
っ
た
か
を
想
像
す
る
だ
け
で
も
、
頭
の
下
る
思
び
が
す
る
。
そ
れ
に
躍

へ
る
べ
く
も
、
例
へ
ば
、
九
三
主
番
へ
の
加
藤
鰍
都
民
の
訓
話
や
評
語
は
、
共

に
核
心
を
射
ぬ
い
て
を

p
、
特

K
、
吉
野
秀
雄
氏
の
解
詑
は
、
縮
瞳
的
に
い
っ

て
、
難
が
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
垢
抜
け
の
し
た
銑
さ
を
以
て
、
よ
〈
寓
葉
の

感
魔
を
生
か
し
さ
っ
て
ゐ
る
。
更
に
叉
、
松
岡
常
憲
民
の
評
語
な
ど
も
、
客
観

的
言
僻
の
中
に
鮮
か
に
原
歌
の
味
を
描
き
出
し
て
ゐ
る
や
う
に
恩
は
れ
る
。
恭

し
、
だ
か

b
と
い
っ
て
、
そ
の
試
み
に
よ

P
、
「
こ
れ
ま
で
皐
界

κも
詩
壇
に
も

曾
っ
て
無
か
っ
た
異
色
あ
る
蔦
葉
翻
の
数
々
を
提
出
」
し
よ
う
と
し
た
編
輯
者

の
意
圃
が
、
す
べ
て
成
功
し
℃
ゐ
る
か
・
と
い
ふ
と
と

K
な
る
左
、
柏
々
鷹
蕗
せ

ざ
る
を
得
な
い
函
も
あ
る
。
歌
教
は
さ
し
て
多
い
ζ

と
を
必
要
と
し
な
い
。
執っ円

筆
者
も
巷
間
¢
名
車
-2
問
ふ
べ
き
で
は
な
い
。
斯
畢
K
誠
寅
で
あ
る
人
の
、
恭

ま
し
く
し
て
自
由
自
在
な
筆

K
頼
る
と
い
ふ
と
と
も
、
右
の
二
つ
の
貴
重
な
窯

闘
を
全
う
す
る
最
も
よ
き
方
法
の
一
っ
と
し
て
、
取

p
あ
げ

b
れ
て
よ
か
ヲ
た

の
で
は
な
か
ち
う
か
。

し
て
、

の

す
る
と
共
に
、

貼
で
あ
る
。

二
、
=
一
の
想
を
述
べ
て
燕
た
が
、
く
り
か
へ
し
て
い
ふ

の
蔦
葉
普
及
へ
の
細
心
な
用
意
な
ど
、
深
い
敬
意
を
捧
げ
た

い
Q

そ
し
て
豊
か
な
各
方
面
の
権
威
を
あ
づ
め
た
本
講
座
の
他
に
、
定
評
づ
き

爪
ず
る
な
ら
ば
、
初
F

の
徒
は
は
じ

b
て、

以
上
粗

な
ら
ば
、

「の
解註

の
田
県
の
、
、

D
つ
く
ζ

と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
息
ふ
。
完
全

い
か

K
殊
勝
な
意
圃
の
上
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

ま
た
そ
れ
を
要
求
す
る
の
は
非
常
に
野
暮
な
ζ

と
で
あ
る
が
、
か
の
春
陽
堂
の

を
も賞

f亡

と

と
い
ふ
と
と
は
、

書

評

、、-'

五

九



高
薬
関
係

丈
目
録

一
、
(
昭
和
二
十
六
年
下
宇
期
)

丈
島
・
に
現
は
れ
た
る
園
民
思
想
の
研
究
第
一
巻

貴

族

文

患

の

時

代

津

田

左

右

吉

東

京

岩

波
書
盾
七
・
五

A
5

六
二
八
頁
一
新

高
葉
集
私
詑

Z

八

巻

土

屋

丈

明

東

京

筑

八
・
一

O

ヱ
コ
六
頁
一

A
5
 

滞
日
本
史
研
究
費
料
上
谷
京
都
大
串
日
本
史
皐

研

究

曾

踊

京

都

沼

図

書

房

八

・

一

五

A
5

一
七
八
頁
一
珊

日

本

書

記

前

篇

(新
訂
櫓
楠
園
史
大
系
第
一

巻
上
)
黒
板
勝
美
校
訂
東
京
末
川
弘
丈
舘

丸
・
一

A
5

四
七
九
頁
一
知

延
喜
式
配
詞
講
金
子
武
雄
東
京
武
蔵
野
書

院

丸

・

二

O

A

5

五
O
四

頁

一

加

高
葉
集
の
話
(
中
畢
生
全
集
臼
)
土

産

丈

明

東

京
筑
摩
書
房
丸
・
一
一
一

O

B

6

一
一
一
一

買

τ加

日
本
歴
史
講
座
第
ニ
巻
原
始
古
代
講
藤
間

正
大
他
東
京
河
出
番
目
町
九
・
一
品

O

A

5

ニ
主
八
頁

一
知

古
代
女
化
の
形
成
2
古
代
の
文
率
西
部
信

和

歌

史

新

講

東

京

明

治

書

院

一
0
・

五

一

一

一
三
三
頁
一
珊

寓
葉
集
部
韓
第
十
(
巻
十
四
・
巻
十
五
)
窪
悶

空

穂

東

京

東

京

堂

一

0
・一

O

A

5

三
六
九
頁
一
般

上
代
語

の
研
究
(橋
本
議
吉
博
士
著
作
集
第
五
加
)

橋

本

進

吉

東

京

岩

披

菩

底

一

0
・一

O

A
5

一
一
一
四
六
頁
一
加

日
本
古
代
文
革
兵

(砦
波
金
書
一
四
九
)
西
郷
信

綱

東

京

岩

波

書

庖

一

0
・
一
五

B
6

-一
一
O
四

頁

一

加

住
吉
大
祉
神
代
記
問
中
卓
大
阪
住
吉
大
一
位

神
代
記
刊
行
曾
一

0
・
ニ
主

A
5

ア
ー

ト
六
ニ
頁
本
文
三
ニ
囚
頁
一
珊

葉

集

新

設

美

夫

君

恵

官

名

古

屋

中

部

日
本
新
聞
枇
一
一
・
一

A
5

三
五
ニ
頁

}
知

と

大

伴

氏

山

岡

孝

雄

停

撹

歌

考

久

松

潜

一

筑

志

賀

白

水

郎

歌

十
首

高

木

市

之

助

「
野
守
は
見
ず
や
君
が
袖
振
る
」
裡
潟
久
孝

歪
め
る
れ
た
訓
話
、
と
鑑
賞

l
'
「
采
女
の
袖
ふ

さ
し山
ヘ
ナ
明
日
香
風
」

!
l
l

松

田

好

夫

寓
葉
集
に
用
ひ
ら
れ
た
夙
杭
・
風
説
土
・

文

日B 6 

一一一 一

六
O 

選
士

の

み

方

に

就

い

て

吉

省

内

私

注

第

九

谷

土

屋

文

明

東

京

一
一
・
二
五

A
5

一
九
七

筑則

一
般

評
緯
高
葉
集
選

一
二
・
五

武

田

祐

吉

東

京

明

治

書

院

二
三
ニ
頁
一
加

B 
6 

日

本

文

化

史

上

(

一元

一

一

O
八
)

G
・
サ

シ

Y
ム

原

著

稲

井

利

吉

曹

東

京

則

元

一
位
四
・
一
一
六
U

B

6

2

六
O
頁

一

珊

概

説

日

本

丈

革

克

久

松

潜

一

他

東

京

要

書

房

五

・

一

五

A
5

三
四
九
頁
一
知

上

世

丈

皐

久

松

潜

一

新
稿
日
本
古
代
丈
化
和
辻
哲
郎
東
京
紫
波

害

賠

五

・

ニ

O

B

6

四
O
五

頁

一

珊

宮
代
の
丈
島
e

前
期

(日
本
丈
皐
講
座
)

山

上

憶

良

金

子

武

雄

二

、

文

(

昭

和

二

十

六

年

十

二

月

昭
和
二
十
七
年
二
月
)

十

一
一
月
(京
都
女
子

要
4
)

人

白
(TJ 

久
孝

雷
問
客
(
白
球
)

佐
# 



H属?

語
主
園
丈
準
)

詩
的
一
昔
話
研
究

1
1
1朝
布
腕

業
草
深
野

1
1
(園
語
、
と

講
話
・
一
一
(
前
向
葉
)

(
ア
ヲ
ラ
苧
)

主

味

保

「し

b
ず
」
「
う
し
は
く
」
孜
!
|
漢
字
の
用
例

字
義
を
中
心
司
と
し
て
!
l
(
閤
語
研
究
)

清
水

葛
飾
早
稲
に
つ
い
て
(
短
歌
研
究
)
市
山

「
査
師
の
花
」
の
研
究
(
短
歌
研
究
〉
山
口

越
中
国
司
エ
」し
て
の
家
持
の
生
活

(
圏
諸
問
丈
革
研
究
和
要
)

下
河
遁
長
流
の
蔦
葉
研
究

(閤
語

国
丈
島
・
研
究
和
要
〉

短
歌
の
殻
生
と
長
歌
、
と
の
関
係

〈
園
丈
革
研
究
)

官
事
記
垂
仁
天
皇
巷
の
思
想
的
特

色
(
園
語
圏
丈
皐
研
究
和
要
〉

日
本
書
記
の
「
わ
が
せ
ζ

が
」
の

歌
謡
v
h

つ
い
て
(
閤
丈
皐
研
究
)

日
本
番
組
に
七
徳
天
皇
の
御
製
と

停
え
る
一
歌
謡
K
つ
い
て

(闘

語
因
究
革
研
究
組
要
)

天
武
期
K
お
け
る
政
治
と
丈
皐

l
l
h
事
記
の
宅
デ
ィ
ア
ィ
ケ

ヱ
ジ
ョ
ン
を
中
心
と
し
て

初
期
作
歌
〔
=
十
〕

清-
オt

山

等
六

支
)
千
閏

蔦

(明
日
香
路
)

一
の
文
字
(書
道
〉

一

旦

津
鴻

久
孝

幸迫枯久幸
雄雄官孝夫

名

'

語

と

囲

丈

夫
卒
歌
壇
の
誠
れ
(
園
諮
問
丈
〉

蔦
葉
集
歌
表
現
の
一
一
由
(
蔦
葉
〉

「
蔦
葉
集
は
支
那
人
が
書
い
た
か
」

織
犯
(闘

語

圏

丈

)

神

田

喜

一

郎

憶
良
の
長
歌
(高

葉

)

清

水

克

彦

「
筑
前
園
志
賀
白
水
郎
歌
」
論
(
上
)

ー

l
l
特
に
そ
の
心
情
表
現
の
構
成

に
つ
い
て
!
(
閑
語
を
園
女
皐
〉
犬

巻

十

六

「

僕

具

を

必

戸

、

っ

)
星
川
小
島

震清
之孝

隆盛信
儲雄良

僧
濃
の
園
の
あ
け
ぼ
の
(
明
月
番
路
〉
武
問

寓

葉

思

慕

(

紫

斑

短

歌

)

久

泉

有
馬
皇
子
(
圏
諸
と
園
丈
畢
)
問
漫

奈
良
山
亙
比
古
神
社
境
内
の
ヨ
ノ

デ
ず
り
γ

ハ
の
宣
樹
の
賀
在
と

見
手
柏
再
考
(
国
語
と
園
丈
畢
)

鴨
川
考
(
蔦
葉
)

寓

の

武

蔵

園

設

(

小
島

俵

正

孝

小

清

ニ

新

村

出

望

月

久

貴

坂

本

大

郎

と
鑑
賞
)

丈
雄

大
島

養

孝

歳
古
内

臼
井

橋
本

四
郎

て
「
芳
野
よ
く
見
よ
良
き
人
司
よ
く
見
」

(蔦
棄
)

「
草
等
良
牟
」
考
(驚

葉

)

加

「
片
思
ひ
を
馬
に
ふ
っ
玄
に
」
の

歌

私

解

省

内

葉

)

阪

倉

に
ほ
ふ
榛
原
(
寓
葉
二
五
)
(
し
き

な

み

)

湯

口

北
陸
高
葉
歌
働
党
設

(
1
)
〈
紫
苑
短
歌
)

靖
国
秀
樟
・
中

「
甚
」
字
の
訓
に
つ
い
て
(
世
武
智

「
心
開
」
の
訓
に
つ
い
て

米

千土

丈
明

順久
三孝

回

秀
博

清
国

樺

鴻

久

孝

山

本

正

秀

右

井

庄

司

黒

砦

一

郎

庚
問
柴
太
郎

寛

五

百

室

御
忍

駕

山
城
の
園

播
津
・
和
泉
・
河
内

組

伊

閤

淡
路
・
播

丹

後

近

江

園

伊
勢
・
志

秀
博

清
国

誠情
匡

古持
代支
と
中 v
古
じっ
語
法
l'C 
てフ

U、

て

E 
昭

上
回

一

-
伊
賀

六
一

丈
目



文
目

係

• 

-
大
隅

比
百穆
藩
語
の
丈
島
暢
(園
語
圏
丈
)

ニ

且

「
筑
前
園
志
賀
白
水
郎
歌
」
論
(
下
)

|
|
特
に
そ
の
心
情
表
現
の
構
成

κ
つ
い
て
|
|
(閑
語
と
圏
丈
畢
)
犬

養

孝

高
葉
集
抄
(
十
七
)
(解
樺
と
鑑
賞
)

久

松

潜

一

蔦
葉
集
初
期
作
歌
(
二
一
)

(ア
ラ

ラ
ギ
J

蔦
葉
遊
行
(
五
)
(
し
き
な
み
)

寓
葉
集
新
設
(害
許
)
(
丈
皐
)

*
 

奈
良
時
代
に
お
け
る
神
儒
備
の
闘

係
(事
林
)

中
小

住
吉
大
一
位
紳
代
記
(叢
林
)

補
五

六一一

久

松

潜

一

植

松

茂

各

務

虎

雄

片

桐

照

智

五
烏
養
智
子
朋
夫
浅
男
清
一
恒
吉
忠
実

伊

・

讃

岐

大

ニ

土

佐

片

岡

-

義

上
代
特
殊
儒
名
遣
表
解
説

(

上

野

務

寓
葉
歌
閤
地
問
解
説
(
解
樺
と
賞
)
志
岡
延
義

美
失
君
志
曾
編
「
蔦
葉
集
新
設
」

(新
刊
紹
介
)
(
蔦

葉

)

小

島

憲

之

遠
く
に
突
き
放
し
て
見
た
「
上
代
」

h

(圏
諸
国
丈
)

紳

岡

秀

夫

日
本

の
叙
事
詩
(丈

拳

)

川

崎

庸

之

叙
事
詩

の
停
統
(文
率
)

高
木
市
之
助

持
情
詩
と
し
て

の
和
歌
の
形
成

-
|
序
論
・
胎
生
時
代

l
l

(ア
カ
デ
ミ
プ
)

記
組
成
立
論
の
基
礎
と
な
る
も
の

(
日
本
女
皐
史
研
究
)

天
卒
十
一
年
出
雲
園
大
税
眼
給
帳

k
h
J
い
て
の
ニ
コ
一
の
問
題
(
日

本
丈
島
d

史
研
究
)

し
の
与

め
の
日
本
丈
蔀
1

1
始
原

時
代
丈
畢
史

の
構
想
l
l
|
(
日

本
丈
皐
史
研
究
)

官
事
部
の
考
察
ー
ー
そ
の
概
念
、
と

理
念
|
|
(
史
事
雑
誌
)

仏ハ日
華
南
詩
の
毅
詞

の
機
龍
l

間
L
」
単
位
名
(
圃

和
田

白

石

吉
川
幸
次
郎

噌酒荻
淵井原

五丸主
昧山味

東
園
地
方

尾
張
・
一
-
一
河

遠
江
・
駿
河
・
伊
豆

美
濃
・
飛
騨

信

・
甲
斐

武

蔵

国

相上常上
野
・
下
野

陸

奥

北
陸
地
方

若
狭
・
越
前

能
登
・
加
賀

越

中

中
園
地
方

因
幡
・
出
雲
・
石
見

吉
備
・

安
事

周
防
・
長
門

九
州
国
園
地
方

筑
前
・
筑
後

豊
前
・
豊
後

胆
前
・
肥
却

日
向
・
陸
凸

査
肢
・
釦
t

大 大鴻
島津巣

大

村肥
尾後

堅手

宏

丈有隼
雄一雄

富
雄

高

名
盆遺
月品 tc f.I 
jZ於
け
研
る
究
'--' I 

オ
しー

北
{'* 

上
代
特
列
の

犬

養

学

西

下

抑
制
一

清
衛

野
村

忠
夫

十

人
麿

κ於
け
る

「
わ
れ
」

(
日
本
女
子
大
島
・
和
要
)

高
葉
研
究
の
定
石

(蔀
林
)

家
持

の
越
中
守
時
代
の
短
歌

(
寓
山
教
育
)

哨
山
家
鳥
虫
歌
」
に

見
る
越
中
古

謡
(富
山
教
育
〉

の
問
題

脅
潟木

高
木
市
之
助

森
本
泊
土
日

大

薮

虎

一先

丸

野

調

高

上

回

英

夫

益
四

勝
義

武
踊L

JtI 
副

荷
国

防女
)
諜

費

謹

智竹
英秋

次和
郎男

忠
雄

生
子
久
孝

秀
博一



十

月

「
回
見
の
浦
ゆ
」
の
歌
の
解
樺

「
浦
」
を
手
が
か

P
と
し
て

(
山
口
大
串
丈
串
曾
諒
)

奈
良
朝
時
代
東
同
方
一
言
成
立
に

ず
る
諸
問
題
|
|
亀
井
孝
氏
・

金
回
一
博
士
の
批
判
に
容
え
ロ

ヲ

(

丈

研

究

)
明
記
官
吉
田
ω

一

報

告

ら
心
ゆ
く
ま
で
漫

p
、
買
験
所
に
畏
口
て
旗
の
一

夜
を
明
か
し
た
。
翌
朝
再
び
パ
ス
で
白
潰
口
へ
出

。
保
二
回
高
葉
旗
行

て
解
散
し
、
大
部
分
は
そ
れ
か
ら
更
K
一
帯
雨
し
き

守

女
男

多 一
一
一
月
一
一
一
十
目

l
三
十
一
日

加

者

る
潮
岬
を
訪
れ
た
口

二
十
八
名

天
主
寺
i
梅

峠

カH

白

潰

い
わ
ゆ
る

(
長
野

大は
需己
要

稿
同

カ
撞
木
勝
治
郎
良
輔

「
一
向
口
J

〆

-
J
6
1
¥

翌
朝
解
散

一
一
一
月
三
十
日
の
朝
天
王
苧

に
集

p
、
八
時
五

十
分
の
特
急
で
東
和
歌
山
K
到

p
、
市
電
で
海
南

告

申
出
で
行
っ
て
、
と
こ
か
ら
一
徒
歩
で

の
御
坂
へ

O
第
二
回
演
曾
五
月
十
日
(
士
)
午
後
一
時

於

大

阪

朝

日

曾

館

来

聴

融

担

寓

葉

よ

り

寓

葉

へ

津

鴻

久

孝

氏

上
代
漢
丈
畢
の
一
考
察
神
田
専
一
郎
氏

日
本
丈
島
4

の

動

向

と

高

木

市

之

助

氏

寓
葉
集

。
第
一
同
研
究
設
表
曾
主
月
十
一
日
(
日
)

前
九
時
よ

p
、
午
前
一
一
一
名
、
午
後
一
一
一
名

於
関
西
大
串

O
第
一
一
一
回
寓
葉
抜
行
五
月
十
八
日
(
日
)

官
祉
を
訪
れ
る
強
定

午
前
十
時
間
西
線
木
浬
騨
集
λ

京
都
設
(
八
時
四
十
分
)

湊
町
致
(
八
時
四
十
五
分
)

向
っ
た
。

の

も
ふ
く

b
み
梅
も
散
h
y
w
ぞ
め
た

時
収
い
記
伊
の
陽
光
は
、

久
し
ぶ

D
の
汗
を
か
か

せ、

一
同
息
を
は
づ
ま
せ
て
登

D
、
黒
牛
潟
、
紫

の
名
高
の
浦
あ
た
り
在
員
下
に
見
下
す
峠
で
霊
食

午

を
し
た
た
め
た
。

そ
の
後
加
茂
郷

に
向
っ
て
峠

を
下

D
、
一
部
は
そ
れ
か
ら
更
に

摂
を
越
え
て

紀
伊
宮
原
へ
出
て
、
汽
草
で
由
良
の
崎
、

殺
目

恭
仁

山
、
砦
代
の
潰
松
を
眺
b
っ
て
午
後
六
時
一
分

白
潰
K
也
市
き
、
更
に
パ
ス
を
髄
ヲ
て
京
大

へ
赴
い
た
o
夕
食
後
コ
一
々
五
々
打
群
れ
て
、

崎
の
湯
に
腎
明
天
皇
の
そ
の
か
み
を
し
の
び
な
が

-
報
告

六一一一



一
、
本
舎
は

と
稽
す
る
。

一、

葉
研
究
者
、
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
に
よ
っ
て

と
な

る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
曾
員
の
研
究
務
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊

「高
葉
」
を
強
行
す

る。

一
、
本

随
時
、
高
葉
に
関
す
る
見

旅
行
、
文
献
の
展
説
、

研
究
護
表

講
習
曾
、

間

の
出
版
、

そ
の
他

を
行
ふ
。

一
、
曾
員
は
年
額
一
一
一百
困
の

を
納
入
す
る
。
(
誌
代
を
含
む
)

一
、
本
曾
の
事
務
は

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山
関
西
大
暴
文
皐
部
閑
文
関
学
研
究
室

口
座
大
阪
二
九
一
四
七
番
)
に
於
い
て
行
ふ
。

r‘、
一
、
木
舎
の
代
表
者
に
は
、

潟
久
孝
博
士
主
推
ナ
。

品

4 

六
回

司副

投

定

稿

一
、
投
稿
資
格
は
合
員
に
限
る
。

一
、
内
容
は

に
開
ナ
る
各
分
野
の
研
究
論
文
。

一
、
分
量
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
十
五
枚
以
内
。

一
、
投
稿
原
稿
は
一
切
返
却
し
な
い
。
採
否
決
定
は
編
輯
部
に

任
の
と
と
。

♀L 

上

円



繍

車毒

後

記

。
木
躍
に
は
山
田
孝
瀬
博
士
の
原
稿
任
以
っ
て
在
減

手
前
マ
心
事
長
得
失
れ
一
咋
一
年
名
古
風
義
夫
君
志
舎
で

の
講
演
の
折
、
同
じ
講
演
者
の
高
木
市
之
助
敬
投

上
り
山
同
時
土
の
講
演
は
F

人
の
ヌ
L

で
は
を

l

い
か
、
b

一
ー
高
葉
」
陀
'
F
C
h

つ
J

」
ほ

I
い
L
」
希
望
が

あ
っ
て
、
そ
の
場
一
円
以
怒
虫
、
そ
の
後
稿
主
新
た
に

し
て
諮
ら
一
れ
た
も
の
が
こ
れ
で
あ
る
c
博
士
に
針

し
て
厚
く
お
蹄
申
上
げ

von-一
足
山
篤
二
郎
氏
干
h
b

は
創
刊
競
の
吉
永
氏
の
稿
に
封
ず
る
異
論
た
寄
せ

ら
れ
た
c

と
れ
に
つ
い
て
は
会
た
古
永
氏
に
も
志

見
が
あ
る
ゃ
う
で
あ
ろ
が
、
そ
れ
は
よ
弐
競
以
後
v
h

k
考
へ
て
ゐ
る
。
か
う
し
た
異
論
は
今
後
も
績
々

掲
載
す
る
ワ
も
h
y

で
あ
る
U

伝
る
べ
く
嗣
韓
者
の

意
見
色
交
へ
ず
、
支
た
論
者
同
士
の
論
議
に
よ
り

結
論
宅
金
ぐ
事
公
せ
い
す
、
説
者
諸
氏
に
よ
っ
て
十

分
の
考
察
批
判
の
加
へ
ら
れ
る
品
川
裕
を
存
[
て
斯

阜
の
道
場
と

l
て
の
本
誌
の
使
命
主
珪
揮
す
り
わ
や

う
に

L
た
い
と
思
っ
て
ゐ
る
の
大
町
一
晋
氏
上
り
る

容
稿
汗
)
符
止
が
、
更
に
同
氏
か
九
は
近
く
大
作
乞

寄
せ
ん
れ
7

引
率
に
な
っ
て
ゐ
る
か
ん
御
期
待
色
願

ぶ
O
舎
の
賀
務
者
と
い
ふ
意
味
で
、
編
輯
委
員
は
す
べ

て
京
阪
附
近
在
住
の
人
々
に
限
っ
て
お
い
た
が
、

諸
家
へ
の
原
稿
の
依
掘
や
投
稿
者
の
便
宜
&
考
へ

て
、
東
京
で
は
敬
育
大
串
教
投
の
佐
伯
臨
・
友
氏
、

東
京
大
問
中
教
投
の
冗
味
智
英
氏
、
一
脳
同
で
は
稲
阿

女
子
大
串
教
投
の
倉
好
意
司
氏
、
九
州
大
串
敬
授

の
一
禍
同
良
輔
氏
に
新
た
に
編
輯
委
員
全
委
喝
し
た

従
っ
て
投
稿
は
す
べ
て
本
部
宛
に
と
前
撹
で
は
希

望
し
て
お
い
た
が
、
開
束
、
九
州
方
面
の
方
々
は

の

好

評

を

博

し

た

が

後

も

研

究

K
便
利

且
必
要
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す
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偲
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望
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ず
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の
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れ
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部
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闘
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御
頒
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る
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と
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な
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亡
今
年
の
京
都
は
四
月
も
近
い
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い
ふ
の
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何
時

ま
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で
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び
し
い
編
韓
合
議
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終

へ
て
の
時
金
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茂
川
の
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と
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柳
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繰
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糸
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垂
れ
そ
め
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ゐ
る
の
を
知
ヲ
た
時
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木
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れ
し
か
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た
c
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潟
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台
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得
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さ
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迦
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叉
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が
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熱
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。
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櫨
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。
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熱
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